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1. はじめに

　現在，再び人工知能とともにロボット技術が注目されて
いる。しかし，日本はロボット大国と言われながら，ロボ
ティクスと呼ばれる研究とその社会実装やロボット産業と
しての事業化とが必ずしも連動していなかった。
　本稿では，現在どのようなロボット技術の研究開発が行
われているかについて，これまでの歴史や経緯も含めて紹
介するとともに，その社会実装においてどのような取り組
みが必要かについて述べる。

2. ロボット技術とは

　ロボット技術 (RT: Robot Technology)とは何か。経済産業
省は，日本ロボット大賞の中で，「ロボット」を，「セン
サ，知能・制御系，駆動系の 3つの技術要素を有する，知
能化した機械システム」と定義している 1)。しかし，ロ
ボットと RTとは，コンピュータと情報技術 (IT: Information 
Technology)との差と同様，明確に異なる。
　RTとは，物理世界（実世界）における検知・計測・認
識・制御・動作・作業など，「IT＋実世界で物理的な相互作
用をするための技術」ということができるが，その最大の
特徴は，それがシステム化技術だという点である。すなわ
ち RTは，作業，搬送，計測などのニーズと，それが動作
する環境条件に応じて，それを実行できるソルーションを
導出し，システムを設計・構築する技術なのである。
　産業用ロボットやサービスロボットなど，ロボットと呼
ばれる機器に RTが用いらているのは当然であるが，輸送
機械，産業機械，建設・土木機械，医療福祉機器など，ロ
ボットと呼ばれない機器やシステムにも RTは多く用いら
れている。すなわち，RTはいわば機械産業全般の技術イン
フラと言ってもよい。ロボット産業の将来市場予測では，
製造業など，すでに市場が形成されている分野の成長に加
え，サービスをはじめとした新たな分野へのロボットの普
及により，2035年に 9.7兆円まで市場拡大し得るとされて
いる 2)。しかし，これは，日本ロボット工業会が定義する

「狭義のロボット」に限定されているので，RTの実際の経
済的なインパクトは，これよりはるかに大きいと考えられ
る。

3. ロボットの研究開発の歴史と最近の動向

3.1	 ロボット開発の歴史

　ロボット技術の歴史は古い。1920年にカレル・チャペッ
クが，戯曲 R.U.R.の中で人間の形をした労働機械としてロ
ボットを登場させて以来，アニメや SFでさまざまなロボッ
トが描かれてきた。知能ロボットの研究開発は，1960年代
から始められていた。プログラムで動作するロボットが登
場したのが 1960年代の第 1世代であり，1970年代には第
2世代としてセンサフィードバックによる知能化技術が発
展した。1980年はロボット元年とも呼ばれ，それ以降製造
業を中心としてロボット技術が現場で活用されるように
なった。産業用ロボットの生産台数は飛躍的に伸び，産業
用ロボットは，製造業における作業の自動化における主役
となった。1980年代は第 3世代とも呼ばれ，学習などによ
りより効率的に動作する機能などが開発されるようにな
り，製造業以外の分野（原子力，宇宙，海洋，建築・土
木，医療・福祉，農林水産など）においてもロボット技術
の研究開発が活発になった。
　その後，第 4世代として自律的な動作が可能な知能ロ
ボットの研究開発が進められるようになったが，バブル景
気の崩壊とともにロボットの研究開発は減速する。自律
化・知能化は，現在でもロボティクスの主たる研究課題で
あるが，生物が有するような，無限定な環境において適応
的に動作できる機能の実現は極めて困難で，永遠の課題と
も言える。
3.2	 製造業におけるロボット技術の研究開発

　1990年以降，ロボット産業は年間 5,000億円程度のまま
で推移し，技術的発展とサービスにおける需要の拡大など
から，2000年以降，徐々に 7,000億円程度にまで伸びてい
るが，海外の需要などに大きく影響されるため必ずしも安
定してはいない。その内訳をみると，ロボット産業の主役
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